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研 究 成 果
今後の展望

概 要

グ ル ー プ
紹 介

１．GISを活用した視覚化と地理的空間を加味した解析（特色）
島根大学生活習慣病コホートのデータを基盤地図上に展
開し，社会資源に関するデータを加えることで新たな情報
発信が可能となります。図1は，生活習慣病治療者の受療
行動の分布を示しています。二次医療圏内を超えて近隣市
町への受診が明らかであることを踏まえると，今後は二次
医療圏を超えた医療機関間の連携や診療情報共有の仕組み
の必要性を理解することができます。

２．農村集落特性と共助に関する検討（研究成果）　
島根大学生活習慣病コホートデータ（個人データ）と農林業センサス（集落データ・地図データ）
をGISの空間結合によってマッチングを図り，多次元データベースの拡張を行いました。GISは，
調査で収集された個人データを緯度・経度により参照し地理的な背景への関連づけが可能であるこ
とから，個人データ（点）と集落データ（面）の異なる次元のデータを同一の画面上に表示できるこ
とが利点です(図2)。分析の結果，農業生産活動を基盤とした文化・生活面での活動が，農業集落
の共助(ソーシャル・キャピタル)の維持，形成に寄与していることを初めて明らかにしました。

３．空間・時間軸に基づく検討（今後の展望）
中山間地域の産業構造やライフスタイル構造，さらに保健医療をはじめとした社会資源のネット
ワーク構造は，歴史的な経緯に依存しています。そこで本研究では，過去-現在-未来のダイナミク
スを視野に中山間地域の問題解決を可能とする多次元データベースの構築を図っていきます。

島根大学生活習慣病コホート研究では，健康・診療，生活習慣，人間関係などの多様なデータ収
集を行ってきました（島根大学のユニークな研究リソース）。本研究では，地理情報システム(GIS:	
Geographic	 Information	Systems)を活用して，自然・環境，農村・農業，社会資源をはじめ
としたデータとのマッチングを図り，汎用性の高いデータベース(多次元データベース)の構築と，
中山間地域の問題解決への貢献を目指しています。このため，多様な専門分野の連携に基づく研究
体制を組織し，有機的な連携による学際的，かつ実践的な研究を推進しています。

The	goal	of	this	project	is	to	provide	the	methodology	using	Geographic	information	Systems	
and	evidence	that	contribute	to	the	sustainable	development	in	Mountains	region.	We	actively	
advance	collaborative	research,	and	take	on	a	challenge	of	diversity	issues	such	as	healthcare,	
agriculture,	forestry	and	fishery,	and	community	management.
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Development of community evaluation system for innovation and restructuring in the mountainous region

図1　受療行動分布

図2　データのマッチング過程
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